
 

 

 

 

 

 

窓口支援

企業情報

株式会社

所在地 

ホームペー

設立年 

従業員数 

 

 当社の強

づくり企業

ることです

在の当社の

かして、技

サクゴエ

商標登録出

甲子園優勝

サクゴエ

上させたバ

下に鎖で錘

実現できま

ティーの破

したが、サ

切り叩くこ

で打撃する

ず、海外

 当社は、

世界のもの

第 1 号ベン

は、研究者

く具現化す

するものづ

ースタンド

販売開始後

ます。 

援事例 

社ハング

大

ジ URL h

2

４

強みは、Gar

業と地域行政

す。初めて開

の柱になって

技術力と独自

エは、国内特

出願もしてお

勝校などにも

エは、打撃の

バッティング

錘を繋ぎ、錘を

ました。従来の

破壊等のおそ

サクゴエはこ

ことができま

ることが長打

（MLB）から

スポーツ機

のづくりイノ

ンチャー企業

者やベンチャ

するためのプ

づくり企業 7

ド「SAKUG

後、テレビ、

【INPIT

グ 

大阪府大阪市

https://ha

2019 年 

４人 

rage Minato

政とがタッグ

開発したバッ

ていますが、今

自性に優れた

特許出願を済

おります。そ

も多数納品さ

の衝撃に対す

グティースタ

を円筒スタン

のバッティン

それから、ボー

これらのよう

ます。現在、野

打のポイント

らも注目を集

機器の開発・

ノベーション

業として 20

ャー企業、もの

プラットホー

7 社との開発

GOE（以下、

新聞等で度

T 大阪府

市 

ngjp.com/

o を背景に、

グを組み、野球

ティングテ

今後も、港区

た製品の開発

済ませ、現在

して、サクゴ

されています

る抵抗が少な

タンドです。ボ

ンドの内部に

ングティース

ールの下側を

な心配はなく

野球界におい

トの一つとさ

集めています

製造を行っ

ンを支える開

019 年に誕

のづくりの企

ームです。そ

発プロジェク

サクゴエ）」

々紹介され、

府知財総

/ 

業 種

資本金

企業概要

大阪市港区

球用品の開発

ィースタン

区がもつもの

に取り組んで

PCT 出願の

ゴエは、プロ

。 

自社の強み

一押し商品

なく、耐久性

ボールを置く

に上下動自在

スタンドでは

を強く叩くこ

く、バットで

いて、ボール

されており、

す。 

ています。大

発拠点「Ga

生しました。

企業が集い、

して、Gara

クトにより、

」を開発しま

、野球界で、

総合支援

種 製造業 

金 150 万

 

区を中心とし

発、販売が実

ド「サクゴエ

のづくりの技

でいきます。

の準備中です

ロ野球球団を

み 

品 

性と打ちやす

く樹脂製のテ

在に収納する

はスタンドの

ことができま

でボール下側

ルの下側を所

日本国内に

大阪市港区に

arage Mina

。Garage 

アイデアを

age Minato

バッティン

ました。サク

大変注目さ

援窓口】 

万円 

したもの

実現でき

エ」が現

技術を生

。 

す。また

をはじめ

すさを向

ティーの

ることで

の転倒や

ませんで

側を思い

所定角度

に留まら

にある、

ato」の

Minato

をより早

o に関連

ングティ

クゴエは

されてい

２０１９年年度版 

 

 バッティ

出願を支援

ました。ま

（弁護士）

知財総合支

Garage

かけでした

いました。

サクゴエ

実現できた

す。このサ

した。 

 相談のき

特許のみな

商標、契約

ドバイスを

変

ん

し

ィングティー

援しました。

また、試行錯

による特許

支援窓口活

e Minato が

た。当時、起

そして、商

エは、Garag

たものですが

サクゴエを通

きっかけは商

ならず、知的

約など種々の

をいただける

窓口担当

商標の相談

変感謝してお

んで、ビジネ

しくお願いい

ースタンドの

そして、ブ

錯誤の末、最

許を受ける権

活用の概要

開催するテク

起業前で、バ

商標と特許に

ge Minato を

が、その需要

通じて、社内

商標の相談で

的財産権全般

の分野の専門

るので、ぜひ

窓

窓口

当者から一

談から始まり

おります。引

ネス拡大でき

たします。 

の開発が進み

ブランドに精

最終製品形態

権利の持分に

（記：窓口

クノマスター

バッティング

に関する知財

を背景に、大

要は国内にと

内および地域

企業か

でしたが、知財

般について丁

門家を派遣し

ひご相談くだ

最初

その

窓口を活用

活用のきっ

一言 （氏

、特許、商

き続き、バ

るよう知財

み、起業後、

精通した専門

態になる頃に

係る契約に

口担当者） 

ーセミナーに

グティースタ

財戦略について

大阪市港区を

とどまらず、

域中小企業の

からのメッ

財総合支援窓

丁寧に支援し

して、戦略的

ださい。 

初の相談概

の後の相談

用して変わ

っかけ 

名：石原 

品化などに

ッティング

を通した支援

直ぐに商品

門家によるビ

に、特許出願

ついて助言を

に参加した際

ンドを開発

て支援してほ

を中心とした

世界に通用

の知財意識が

セージ 

窓口は、アイ

して頂けます

的に支援して

概要 

概要 

ったところ

治） 

ついて支援さ

ティースタ

援を行って参

名「ＳＡＫ

ジネス展開

を支援しま

を行いました

際に、知り合

し始めたこ

ほしいとの要

たものづくり

するものであ

大幅に高ま

イデア段階か

。新商品の

頂けます。

ろ 

させて頂いた

ンドの海外展

参ります。ど

ＵＧＯＥ」の

についての助

した。併せて

た。 

ったことが相

ろで、試行錯

要望がありま

企業がタッグ

あると確信

り、知財力が

から事業化ま

開発において

とても親身に

たことに大

展開を見込

どうぞよろ

の商標登録

助言を行い

て、専門家

相談のきっ

錯誤されて

ました。 

グを組んで

しておりま

が向上しま

まで、商標・

て、特許、

になってア

2022年08月04日更新　新原稿

　出願を支援したバッティングティースタンド特許が登録になりました。同社の海外展開を視野
に、日本特許出願を基礎としたＰＣＴ国際出願、日本商標登録出願を基礎にマドリッドプロトコ
ルによる国際商標出願、グローバルブランド戦略を念頭に支援しております。また、更なる改良
型バッティングティースタンドの知財戦略についても助言を行っております。
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2020年3月 9日掲載　旧原稿


